
キャンプ・アウトドア施設の集客力を活かした有機農業の収穫体験から
本格参入までの育成システム・サポート体制の構築 【合同会社まるかり（下呂市）】

アウトドア施設

アグリパーク構想
中山間地域に適した農業参入モデル

収穫体験
（有機野菜・ブルーベリー）

観光農園（開設）
「まるかりファーム」

農業イベント
（稲作体験、田んぼサップ）

週末ファーマーズスクール
（農産物オーナー制度）

④地域内で就農（移住）

近隣の畜産農家

堆肥提供
地域内循環

サポート
（技術等）

就農を支えるネットワーク化

農産物の集荷場

販路の開拓、斡旋

農業機械・人材の
シェアリングサービス 他地域のプロ農家

（有機農業）

（元地域おこし協力隊運営）
※取組全体の企画・運営

農村地域の非農家、
都市住民、ワーホリなど

学校給食

週末限定朝市
（アウトドア施設）

市内外への販路拡大

多様なニーズに対応した
体験機会の提供
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隣接

農産物直送サービス
（サブスク）

主なポイント！

・観光滞在→就農定着（移住）まで、ステップ
アップ型の有機農業就農育成システム

・就農をサポートするネットワーク体制構築

・多様な販売・流通ルートの構築

合同会社 ＆ 自治会

有機農業研修
（２年間）

近隣のプロ農家
（有機農業）



直売所を核とした“鳥獣害に強く”“売れる”野菜づくりによる
小規模農地の遊休農地解消プロジェクト 【美濃にわか茶屋生産者の会（美濃市） 】

アグリパーク構想
直売所等を中心とした地域活性化モデル

主なポイント！

・直売所とタッグを組んで、“販路” と “鳥獣害” の新規参入のハードルを下げる品目（葉ネギ）の選定

・農業委員会と連携し、大規模経営体が集積・集約しにくい、“小規模農地”を積極的に有効活用
多様な人材の参画だけでなく、地権者自身の営農再開 “復農” も目指す！



多様な参加者の希望や経験に応じた農業分野の副業促進
“分業型農業（Ｃｈｏｉ農！）”の展開 【ぎふ農業協同組合（岐阜市）】

アグリパーク構想
農業版働いてもらい方改革モデル

主なポイント！

・会社勤めの副業などを後押しするため、自分のペースで気軽に楽しく農業に参入できるよう、複数のコースを設定

・体験初年度から収益を配分する仕組みとすることで、参加者のやりがいや将来的なステップアップへの意欲向上

・参加者（会社勤め、主婦、定年退職者等）の費用負担なし 農地、農業機械、種苗、農業資材はＪＡが準備

・土づくりや畝たてなどの重労働を伴う作業はＪＡが実施。一方で、参加者は播種、水やり、収穫、出荷調整等
の “栽培管理”に特化し、気軽に楽しめる工夫。

・収穫した農産物はＪＡ直営の直売所で販売し、その収益の一部を参加者に分配

“Ｃｈｏｉ農！” の特徴

参加者の作業（体験）行程

参加者のペースで気軽に“楽しめる“コースの提供

①畑デビュー。コース（月、２～３回） ②はじめのいっぽ。コース（週１回程度） ③つづける。コース（週３回程度）

収益の一部を
参加者に分配

↓

やりがい実感！プロ農家等
技術サポート（リアル、ＳＮＳ）

“Ｃｈｏｉ農！”卒業後、意欲ある方々向けに、ＪＡぎふが有する、既設の“有機農業スクール”などを
通じて伴走支援を実施。
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